














　股関節変形は脳性麻痔(以下 C.P.と略す)では頻度の高い関節拘縮の一つで

あり,なかでも股関節脱臼は治療の困難なこと,歩行能力に及ぼす影響よりみて,

整形外科医に対し一つの大きな課題を与えるものである。

　C.P. の 股 関 節 脱 臼 の 発 生 要 因 に つ い て は Watson Jones1) 以 来

Phelps(1959),Bun-del Jones(1959),Somerville(1959),Sharrard(1971),寺沢

(1976)2)らによる数多くの論文が発表されている。


